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1.はじめに
世界各地で日本語を学習している人は201の国地域の398.5万人（2012年統計，国際交流基金の発
表）で増加（2009年から＋9.1％）を続けている。日本語学習の動機にはいろいろあるが，国によって
割合は異なるものの殆どの国で日本のポップカルチャー（マンガ，アニメ，ゲーム，コスプレ…）に興
味をもったということが挙がっている（2009年，国際交流基金の発表）。特に初等教育や中等教育にお
ける日本語学習者の動機では「日本の歴史や文学などの日本文化の知識を得たい」という学習者数を
大きく上回っている。かれらが高等教育に進んでからもさらに日本語を学習することになれば日本語
学習者はもっと増える。言語を知ることは文化を知ることと表裏一体であり，言語を使用する人が増
えればその言語の国の存在感は増大し，それはさまざまな波及効果をもたらす。世界各国，特にアジ
アおよび欧州各国における日本関係のイベントやフェアに参加する人数は非常に多く，それをみると
潜在的な日本語学習者の存在率はかなり高いと考えられる。
そこで筆者は日本学術振興会の科学研究費補助金で2010～2011年に「ポップカルチャーが日本語
教育に及ぼす影響およびその普及のための教材研究」iのテーマで調査研究を始めた。高等教育機
（１）
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関の日本語学習者の学習動機を確認したところ，アジアや欧州の各国，アメリカ合衆国で「ポップカ
ルチャーに対する知識情報を得るため」という回答が得られた。インタビュー調査で詳しく聴いて
みると，日本に近いアジア圏と距離的に離れた欧米では，圧倒的にアジア圏の学習者の動機に，上記
の動機の学習者が多い。アジア圏諸国の人は日本のトレンドに敏感で日本での動きや流行に追随する
傾向が強く，日本に興味をもつことが多い。それは調査対象の年齢層の多くが流行の最先端を目指そ
うと欲する気持ちが強い大学生であることもあり，アジアで最も影響力をもつ日本，そこが発信する
ものに対する憧れ的興味であるようである。その興味のあるもののなかで日本のマンガやアニメも深
く理解したい，そのために日本語も分かりたい，日本の文化にも触れたい，日本に行ってみたいとい
う欲求から日本語を学習する場合が多いと分析できた。一方，欧米の学生では日本食，日本の伝統文
化や日本の技術に興味がある，あるいは自身には未知である東洋に位置する日本を知りたい，それで
日本のポップカルチャーをのぞいてみるとそこにはクールな日本があり，それにも興味が生じて日本
語の学習に至るケースが多い。いずれにせよ，ポップカルチャーに興味をもてば，高等教育機関にお
いても日本語学習者となり，あるいは日本留学をすることになる可能性があるといえる。ただ，かれ
らが触れる日本のマンガやアニメの多くは自国語に翻訳されているものである。ゆえに翻訳者のマン
ガやアニメに対する理解に依拠して，本来の意味やニュアンスが伝わっていないことも多々見受けら
れ，誤解して理解してしまっていることさえある。その弊害を減らすには有能な翻訳者を育てること
が求められる。
また日本のマンガやアニメの人気の理由を調べると，ストーリーが面白い，内容が深くて惹かれる
との結果（鈴木 2011）が出ており，翻訳本で読んでストーリーだけを楽しむケースも多く，『ドラえ
もん』が日本のマンガであることを知らない回答者もいるほどである。一方，マンガから日本の文化
や日本人の心理行動に興味をもって，現実の日本を学ぼうという気になったり，マンガを原語（日
本語）で理解したいから日本語学習者になった学生も多数いる。そういうきっかけで日本語学習を始
めてみると，日本語は非常に難解だと感じ，その時点で日本語学習を放棄してしまう学生が多々いる
と聞く。このような残念な事態を防止するにはマンガの日本語をうまく日本語教育にげていく必要
がある。それには日本語教育者がマンガの日本語に精通することが必須となる。有能な教育者のもと
で学習する初級学習者が日本語にますます興味をもつようになれば日本語習得が進み，翻訳者志望，
あるいは日本留学生になる可能性も高くなると考えられる。
マンガの魅力が日本語学習の動機となることの先行研究は多数あるが，それを日本語習得に結びつ
ける日本語教育に関する具体的な論考はあまりなされていない。本論では，まず日本語学習者，翻訳
者，そして日本語教育に携わる人にとって有益となると考えられる，マンガに特有な日本語表現とマ
ンガで頻用されるオノマトペ（擬音語擬態語）について考察する。
2.マンガの日本語
マンガは自分の好みのスピードで読めるうえ，読みたいところを何度でも読み返すことができる。
この点でもマンガは日本語学習の教材として充分成り立つii。そして，マンガは視覚的に発話場面
（２）
ii 既に教材も出版されている（例『ドラえもんのどこでも日本語』（小学館）など）。また4コママンガ利用の日本
語教育例は筆者を含め多数ある。
（発話者の年齢や身分，発話状況など）が明確になっていること，日本語は短い文の話しことばであり，
それは発話者の役割，そしてその場面に適応したことばであること，オノマトペがふんだんに使われ
てリアル感が強い。言語表現だけではなく文字の大きさやフォントもその声や音に合うように工夫さ
れており臨場感が視覚的に感じられる。例えば大声やりきみ声なら太い字体で，また幼児の叫び声は
文字を曲線で，可愛らしい声なら丸文字でという具合である。また一般には使用されない清音に濁点
をふって（「あ゛」など），声が震えている感じにする。あるいは伸ばす声（音）に母音「あ，い，う，
え，お」を小文字にして添えて（「やだよぉ」など）書くと平坦に引き伸ばして強調していることが伝
わる。このようにマンガは視覚的に，あるいは聴覚的に訴えるので，学習者にとって吹き出しがたと
え未知な日本語であってもその意味を推測することができ，日本語習得を助ける。
それにも増して，マンガの絵図によってその発話場面が目で認識できる。視覚で捉えられた事態は
一般に何よりも明確に把握でき，マンガの読み手はその事態を見ながら発話（吹き出し）の日本語を
読むので，場面と言語（語彙表現など）が一致する。マンガのコマを追っていくことでその事態が
どういう展開で生じたのかも分かる。このようにマンガ利用の日本語学習は事態に即した日本語の学
習，特に運用力の学習に効力を発揮することになる。
マンガにはリアルな日本語，特に発話者の人物特有の日本語表現やオノマトペが豊富にある。よっ
てこれらを踏まえた日本語教育をすれば日本語習得が進み，学習者の日本語能力が上級超級に進み，
さらには日本語を訳したり教えたりする人材に育っていくと考えられる。
3.発話者のキャラクタゆえの日本語
人を年齢，性別，職業，階層等でカテゴリーに分けると，その人のカテゴリーにおける話し方は一
般にステレオタイプ的（ある一定のグループに属していると分かる一般人のイメージ）になる。そういう
話し方で分かる人物像を金水（2003）に従い「キャラクタiv」（以後「 」を外す）とよぶ。するとマン
ガの吹き出しにはその登場人物のキャラクタゆえの日本語が多い。マンガの吹き出しを読めば，どん
なキャラクタのどういう人に対する発話であるのかが，たとえマンガの絵図を見なくても大方見当が
つく。つまりマンガで使用されている日本語は，登場人物のマンガでの役割に合致した，その場に最
も適した語彙や表現が使われていることになるv。
31 マンガの日本語会話例
外国でも人気が高く読者が多い『名探偵コナン1』（青山剛昌 1996）のマンガの吹き出しから特色あ
る日本語を挙げると，以下1～7の下線部（下線は筆者）となる。ちなみに『名探偵コナン』の主な登
場人物は「コナン」（「工藤新一」という推理好きな高校生。事件に巻き込まれ薬を飲まされて小さな身体にな
って「コナン」と名乗ることになった。両親が在米のため一人暮らし），「蘭」（新一のクラスメートでガールフ
（３）
iv「キャラクタ」の定義は未定だが 定延（2011）では「品」「格」「性」「年」の観点から観察できるものとし
ている。
v ただし，それが現在の社会で使用される典型的な語彙や表現ということではない。マンガは一般にフィク
ションで，仮想世界を描いたものが大半であり，読者をその世界に引き込むことが目的で書かれることが
多いからである。それゆえマンガでは発話者の人物類型（キャラクタ）がその役割の言語（語彙表現など）
そのものであるともいえる。
レンド。空手部所属。父親「小五郎」は探偵）と「阿笠博士」（コナンの家の隣に住む発明家の老人）である。
1.体育会系女子高校生同士の会話で
蘭「バッカみたい…ヘラヘラしちゃって…」
2.幼児と男子高校生の会話で
子ども「ボールとってー!!」
新一 「ほらよ！」
3.親しい女子高校生と男子高校生の会話で
①新一「なに怒ってんだよ，蘭？」
蘭 「怒ってなんかいませんよー!!」
②蘭 「いつか危ない目にあうわよ!!」
新一「かもな！」
蘭 「でも，なんで探偵なのよ？…」
新一「オレは探偵を書きたいんじゃない…なりたいんだ!!」「平成のシャーロックホームズに
な!!」
新一「一度やったらやめられねーぜ…」「探偵はよー!!!」
新一「じゃあな!!」
③蘭 「いったじゃないの!?」
新一「あれー，何の事？」
蘭 「もお，いいわよ!!」
④新一「…探偵の基本だぜ…」
4.ヤクザ風の男性の発話で
「フン…運の悪い奴め…」
「ケッ…つきあってらんねーぜ!!」
「早くオレ達を帰してくれ，刑事さんよ!!」
「こんなガキにつけられやがって…」
「あばよ」
5.蘭と父親の会話で
蘭「もぉー!! お父さん，またこんなにちらかしてー!!」
父「うるせー!!」…「今日は，いっしょだったんじゃねーのか？」
蘭「遊園地から帰るまではいっしょだったわよ…」「どうしたのかしら，新一…」
父「ははーん…さては，ケンカしたなー？」
「ほっとけ，ほっとけ！ どーせ探偵なんて，ろくな奴がいねーんだからよー!!」
6.博士とコナンの会話で
博士 「新一君!! 小さくなった事はワシ以外にはいってはならんぞ!!」
コナン「え？ なんで…」
博士 「君が工藤新一だとわかったら，また奴らに命を狙われるじゃろう!!」
「いいか!! 君の正体が工藤新一である事は，ワシと君だけの秘密じゃ!!」
「決して誰にもいってはならん!! もちろん，あの蘭君にもじゃぞ!!」
（４）
7.博士と蘭の会話で
①蘭 「あら，阿笠博士…」
博士「い，いやー，ひさしぶりじゃのうー，蘭君!!」
蘭 「すごい本の数ねー!!」
博士「あ，ああ…新一君の父親は，世界的推理小説家じゃからのー…」
②蘭 「この子だーれ？」
博士「ワ，ワシの遠い親戚の子じゃ…」
博士「この子の親が事故で入院したんで，ワシが世話を頼まれとったんじゃが，ワシも一人暮ら
しでなにかと大変なんじゃ…」
32 語彙表現の特徴
31の下線部の目立つ特徴には，文末表現が多い。特に文末のコピュラ（「だ」「です」「である」「で
ございます」など）の種類が多いこと，および終助詞的なものの多様さが目立つ。また人称その他語
彙に関しては男性と女性での表現の違いが明確なものもある。年少者著者老人など年齢層による
語彙や表現の違いもある。31の特徴ある日本語表現（「 」）を分類して整理すると以下のようにな
る（発話「 」の後ろの数字は31でのデータの番号，（ ）内は筆者の加筆で標準的な日本語）。
a.コピュラ
博士
「じゃ」6，7（「だ」）
「じゃろう」6（「だろう」）
ヤクザ風の男性
「んじゃねーのか？」5（「のではないのか？」）
その他，マンガに出てくるコピュラには「でごわす」「でござる」「でおじゃる」など方言や古い表
現（今でも芸人が使うこともある），幼児の「でちゅ」「でしゅ」，体育会系男子や若者がよく使う「っす」
などもある。
文末で「の」＋「だよ/だね/だよね」などのコピュラの「だ」を省略し「の」＋「よ/ね/よね」とす
ると女性的な発話になる（「…探偵なのよ？…」3など）。「だ」で強く断定するのを避けることで女性的
になるという意識の現れと考えられる。
b.終助詞
男性（「な，ぜ，ぞ，よ」など）
「かもな！」3
「じゃあな!!」3（女性は「ね!!」）
「…ホームズにな!!」3
「やめられねーぜ」3（「ぜ」は女性は使わない）
「基本だぜ」3
「つきあってらんねーぜ」4
「ならんぞ!!」6（命令的な確認。女性は「ならないよ!!」）
「…だからよー!!」5（「よー」は上昇口調）（女性は「ねー!!」）
（５）
「ほらよ」2（女性は「ほら（ね）」）
女性（「ねー」「（丁寧語）＋よ/わよ」など）
「数ねー」7（男性なら「数だね」）
「いませんよー!!」3（男性は丁寧語は使用しないで「いないよー!!」）
「…わよ!!」3，5（名詞＋「の」＋「だ」のあとにも「わ」をつけることが多い）
博士（「のー」など）
「のうー」「のー」7（「ねー」，現状でも老人による使用はあるが博士は一般に使用しない）
このデータにはなかったが，終助詞「よ」の変種で「よん」「よーん」「お」や北海道や東北地方の
方言の「べ」などがマンガでは使用される。これらもことばによってその発話者のキャラクタを如実
に表すからである。
c.その他の特有な表現
c1 女性特有な表現
質問文
「だーれ？」7（男性は「だれだ？」など）
「…じゃないの!?」3（男性は「じゃねーのか!?」など）
「…のかしら」5（「かな」と殆ど同意）
感嘆文
「数ねー」7（男性なら「数だね」）
「いませんよー!!」3（男性や幼児は丁寧語はあまり使用しない）
「…わよ!!」3，5（男性は「わ」は使わない）
間投詞
「あら」7（上品に響く。「あれ」は老若男女が使用する）
これら以外に，女性は命令文（「行け，飲め，寝ろ」など）を「行って，飲んで，寝て」など依頼文
のようにする。また丁寧な「…てくださる？」「…てくださらない？」などの間接的な命令は女性特
有である。「断定しない，へりくだる，男をたてる，という明治時代の良妻賢母教育の名残」（金水
2007，p.102）で，良家の女性（と見せたい場合）や金持ち，高貴な女性には特に使われるが，一般女
性も目上に依頼する場合などには使う。
c2 ヤクザ的な表現
「つけられやがって」4（「つけられてしまって」）
「あばよ」4（「さよなら」）
「うるせー」5（「うるさい」）
「いねーん」5（「いない」）
「なに…んだよ」3（非難をこめて「なに…のですか」）
「ケッ」4（感嘆詞）
「ガキ」4（「子ども」）
c3 博士特有な表現
「いってはならん！」6（「いってはならない！」，「ん」の使用は方言的に老若男女にある）
「じゃから」7（「だから」）
（６）
c4 高校生など若い人に多い表現
「バッカ」「しちゃって」1（「バカ」「してしまって」）
d.人称
男性博士
「オレ（達），ワシ，奴，奴ら」3，4，5，6，7
自称詞は『名探偵コナン1』のなかでは数箇所しか出てこない。しかも主語にたつ自称詞は上記d
がある文のように決意を述べる場合や自分の立場を紹介する場合にだけ出現する。即ち日本語の日常
会話では普通は主語を言わないといえる。日本語は話し手主体で事態を把握し聞き手もその事態を共
有していると志向するゆえ，主語は言わなくても聞き手は分かっているものとする。共有を前提にし
て話す言語文化であるからである。特に主語が一人称以外にありえないことが分かっているときは主
語を言わない。
自称詞は男女とも「わたくし，わたし」が正式であるが，そのほか女性が使う自称詞には「あたく
し，あたし，あたい，…」，男性が使う自称詞には「ぼく，おれ，わし，わい，あっし，おいら，お
ら，おいどん，われ，自分，吾輩，拙者，…」などがあり，男女での違いが明確である。「おれ，お
いら」は現在でも男児が非常によく使うが，これは男児がマンガやアニメの影響を受けている結果と
もいえる。日本語能力試験1級保持の女子留学生が来日直後「おれは…」といって自己紹介をしたが，
これもマンガやアニメの影響であろう。自称詞としての「自分」は近年の若者コトバらしく男性がよ
く使う。また幼児の自称は「自分の名前（＋ちゃん）」かニックネームであるが，養育者にそう呼ばれ
ているからである。それが抜けずあるいは故意的にいじけたり甘えたりして幼児期を過ぎても自称に
これらを使用することがある。
二人称も発話者のキャラクタや相手や場に応じて「てめー，てまえ，おまえ，きさま，あんた，あ
なた，あなたさま，…」などが使い分けられ，この多様さも日本語の特徴である。ちなみに「おまえ，
きさま」は封建時代の武士の尊称語であるが現在では対抗的な場面などで使う男性がいる。
『名探偵コナン1』にはないが，マンガでの特徴的な表現として，外国人特有なものもある。助詞
なしで単語だけを並べたり，またはSVOの文型（日本語はSOVの文型）にするなどである。また文
末に「あるよ」を付加すると中国人のキャラクタとなる。これは現状でも芸人などが中国人キャラク
タを演じて使う。
また現状でも老人は阿笠博士と同じような表現が多く，例えばコピュラが「じゃ」になったり，動
詞の否定の「ない」が「ん」（これは方言では老若男女が使用する）になる。自称に「わし」を使用する
老人は今でもいるが，東京ではあまり聞かない。
方言は話しことばにおいて，標準語とは異なることば，あるいは学校で教えられる言語とは異なる
ことばであり，どの地方にも（多少の差はあるが）現存している。マンガでそれが使われると，その人
物がどの地方（社会的グループ）の人であるのかを明示することになる。例えば動詞文の文末の「は
る，はった，よる，よった」，コピュラの「や」などは関西の人であることを示すものであり，マン
ガにも頻出する。
（７）
4.オノマトペ（擬音語擬態語）
「オノマトペ」は音象徴語であり，その定義には諸説があるviが，本論では擬音語と擬態語をまと
めてオノマトペとした。擬音語は実際に発せられた音や声を模したもので，擬態語は様態を表現した
ものである。音象徴語であるということは，オノマトペのある音声が象徴的な意味，すなわち一般的
な内容の意味とは異なる意味viを表すものである。その意味は日本語母語話者では共有されている
語感（ニュアンス）といえる。即ち定着した慣習的に使われるオノマトペの語感は，日本人一般では
多くが一致しているため，臨時的にオノマトペを造る場合もその語感を利用して造ることが多くなる。
擬音語と擬態語は明確に異なるわけではなく，例えば「ぶるん」という語が「音（エンジンなどの）」
を模した擬音語になることも，擬態語で「身体が一度震える様子」として使われることもある。この
ような両者にまたがる語は多いが，どちらに属すかは問題ではなく，何を表して，何を意味している
のかが重要である。
オノマトペは音や声や様態を表すので，無数に造られるといっても過言ではない。辞書に見出し語
として記載され，一般に認められ定着したオノマトペだけでも約2000語viiあり，臨時的に使ってい
るものや著者や発話者がリアル感を出すために造って使うものも多い。日本語はオノマトペが多いと
される言語であるが，その要因の一つは，日本語には促音，撥音，長音などがあり派生語を造りやす
いことが挙げられる（43参照）。日本語母語話者は日常会話でもオノマトペを非常によく使用し，乳
幼児の喃語もオノマトペ（まがい）であり，養育者もオノマトペを頻繁に使って（例えば動詞を「擬音
語＋する」で表すなど）養育する。全てを日本語教育で教える必要はないが，よく使われるオノマトペ
を整理分類して提示し，日本語オノマトペがどのように形成され，どういうことを表しているのかを
教えることは日本語学習者には有益である。
ここではマンガに出現するオノマトペの例として，前掲の『名探偵コナン1』内のオノマトペをと
りあげて分析する。
41『名探偵コナン1』のオノマトペ
『名探偵コナン1』には話題毎にFILE名がついており9つのFILEがある。その中でセリフでは
ないが記載されている語でオノマトペと判断されたものを書き出すと，表1（pp.12～13）のように，3
例をのぞき全てカタカナ書きであるである（各オノマトペのうしろの（ ）は筆者の加筆）。ひらがな書
きの3例は女性の叫び声「きゃああ（あ）」（FILE6，8）と死体を見ようとする様子「そ～っ」（FILE
7）で，女性というキャラクタゆえ，あるいは気持ち悪さを効果的に表すためにひらがな書きにした
ものと考えられる。
（８）
vi『新版日本語教育事典』（2005）では「擬態語擬音語擬声語写生語オノマトペは音象徴語のことで
語類の総称」（p.263）。
vi 母音の「あ」は全体の意を，「お」は内包や部分の意を包含し（例:「カーン」と「ゴーン」），清音より濁音が
大きい/激しい 意になる（「とんとん」と「どんどん」，「カクン」と「ガクン」など）。また「s」音は滑らかさを
表す（「すいすい」「さらさら」など）ことが多い。「い」は甲高い音（キーキー，ピーピーなど），「m」音ははっ
きりしない音を表す。
vii『現代擬音語擬態語用法辞典』（2002）には約2200語。
よって，一般にマンガのオノマトペはカタカナ書きであるといえるix。NHK出版発行の『NHK
漢字表記辞典』（2011，p.30）の「カタカナで書く語」にも，「擬音語」は入っている。ただ上記の
「きゃああ（あ）」という明確な擬音語であってもひらがな書きがあるように，マンガでは効果を狙っ
て擬音語をひらがな書きに擬態語をカタカナ書きにするなど表記面での工夫もある。
42 オノマトペの成り立ち
オノマトペがどのように造られるのかを，語彙論的，音韻論的，形態論的にみてみる。
語彙論の側面では，オノマトペの擬態語は連体詞や副詞として修飾語のような機能を果たす。日本
語の語彙を一般品詞語彙（名詞，動詞，形容詞，形容動詞など）とオノマトペ語彙とに分けてみるxと，
オノマトペ語彙は一般品詞語彙から派生したものが多い。例えば形容動詞「はるか」から「はるばる」
が，動詞「よろける」から「よろよろ」が派生したと考えられる。一般品詞から派生したものではな
い真の意味でのオノマトペ語彙（「真正オノマトペ」（角岡 2007，p.16））もある。つまりオノマトペ語
彙は，そのオノマトペ性（オノマトペの程度）がさまざまである。派生元が一般品詞語彙であるもの
（「はるばる」「ほのぼの」「くどくど」「のびのび」など）はオノマトペ語彙としての程度が低いので「真正
オノマトペ」とは認めず「境界オノマトペ」とし，また漢語から派生したものを「擬似オノマトペ」
（コツコツ，コンコン，アクセクなど）としている（角岡 2007，p.16）。
音韻論的には，オノマトペの擬音語は音喩，声喩とも呼ばれ，言語間で類似のもの（猫の鳴き声は
日本語，英語，中国語でnやmで始まり，この点で類似している）もあるが，鶏の鳴き声など類似性がな
い擬音語の方が多い。また擬音語は表現者によって異なって模すので恣意的である。しかも音素変化
（有声化や無声化），連濁の可否などの規則性も言語により異なる。
形態論的，統語的な観点からオノマトペ語彙をみる場合，オノマトペ語彙の成立の過程で使用され
る手段を「オノマトペ標識」（角岡 2007，p.38，以後「 」を外す）とする。オノマトペ語彙は語幹
（語根）にあたる「語基」（角岡 2007，p.1，以後「 」を外す）があり，それにオノマトペ標識が作用し
て造られた語彙であるといえる。語基だけでは抽象的だがオノマトペ標識により派生形になると，具
体的なオノマトペ語彙となる。
43 オノマトペ標識
代表的なオノマトペ標識とされるのは次の5種である（角岡 2007，p.38，その他）xi。
① 「り」
「り」は「ジリリリ（FILE9），ポリポリ（FILE7），ビクリ（FILE8），グラリ，パタリ，ドタリ…」
などの真正オノマトペを造る。「り」がつく擬態語には「そろりそろり」「ちびりちびり」「どたりば
たり」などがあり，音や動作などをひとまとまりのものとして表現している。1モーラの語基につく
（９）
ix 時事通信社が指定している表記方式としては，「擬音語，擬声語は片仮名で書くのを原則とする。語や文脈
によって平仮名が基でもよい」「擬態語は平仮名書きにするが，特別なニュアンスを出す場合には片仮名書
きでもよい（ノロノロ，ペロリなど）」となっている。『用字用語ブック』（2010，p.488）
x『新版日本語教育事典』（2005，p.263）の語の分類の項目に音象徴語（オノマトペ）が入っている。
xi しかし角岡は自作のデータベース（角岡 2007，pp.217～264）の1652個のオノマトペ語彙を10種に分類し
ている。
場合は「い」になるものが多い（語基「ぐ」につく場合は「ぐい」になる）。
② 反復
名詞，動詞，形容詞，形容動詞，副詞，感動詞を反復させたもので，擬態語を形成するが真正オノ
マトペには入らない。各品詞の反復はその品詞によって意味あいが違う。例えば名詞の反復は「それ
ぞれ」の意味が付加されるがオノマトペにはならない（「木々」「家々」など）。形容詞や副詞の反復は
その様態の度合いが高くなる（「くろぐろ」「とてもとても」など）。形容動詞は語感を和らげるもの
（「ほのぼの」など）と度合いを高めるもの（「はるばる」など）がある。
またオノマトペ語彙ではないが，マンガにも使われる動詞の反復は強調になり（「食べた，食べた」
はたくさん食べたこと），命令や勧誘の反復は相手に動作を促すものになる（「さあ，買った，買った」）。
ちなみに接続詞や助詞助動詞の反復はない。
③ 促音
小さい「つ」で終わるオノマトペは素早い動きや一瞬の変化を表すオノマトペ語彙となる。音や動
作状況などがあるところで瞬間的に区切りがつくことが感じられる（「ガッ，ダッ，ドッ，コテッ，ド
キッ，カチッ，ドッ」（FILE1），「ゲッ，ニッ」（FILE2），「ガッ」（FILE5，9），「バシッ，ピッ，ガラッ，
ドッ」（FILE4），「チラッ，ゴッ，ヒラッ」（FILE7），「チャッ，フーッ」（FILE8），など）。
④ 撥音
撥音がつくと，動作や様態が相対的に長い，あるいは持続していることが感じられる。音や動作
状況などがとりあえず終わりはするが，その結果が残存したり余韻が残ったりすることが表現される
（「ゴトンガタン，キーンコーンカーン」（FILE1），「ブン，ドン」（FILE4），「バターン」（FILE8）など）。
また促音に比べ同じ語基でも様態や衝撃が大きく音も大きく感じられる（「カクッ」と「カクン」，
「ガシャッ」と「ガシャン」）。
⑤ 母音の長音化
音や動作状況などがある程度続くということが表現される。例えば「（トイレの）水がジャーと流
れる」のほうが「ジャン」より長く続いている音になる。また「ー」のあとに「とろーり」「かちー
ん」「がらーっ」など「り」「ん」「っ」が付加することが多く，付加されたオノマトペ標識の意味が
含蓄される（「キーンコーンカーン，ポーッ，ピーッ」（FILE1），「バターン」（FILE8）など）。
44 オノマトペの比較
① 清音と濁音
清音と濁音は音のイメージの違いが出て，量的な差が現れるものもある。例えば「汗がだらだら流
れる」「汗がたらたら流れる」では汗の流れ方が「だらだら」のほうが長くたくさん流れる感じが出
る。「ころころ」と「ごろごろ」では転がっている物体の重さの違いが出て「ごろごろ」の方が重い
物体の感じが強い。同様に「とんとん」は軽い音で「どんどん」は重い音になる。
② 反復と促音/「り」
「きらきら」「ピカピカ」は状態が継続していることを表すときに使うが，「きらっ」「ピカッ」は一
回だけ光る感じになる。同様に「くるくる」「ぐるぐる」は複数回，「くるり」「ぐるり」は一回の動
作である。反復で造られたオノマトペは文中ではそのままで使われるが，他のオノマトペ標識がつい
たものは引用の助詞「と」を付加しないと自然な文にならない（例:「くるくる回る」はよいが「くるっ
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回る」や「くるり回る」は非文で「くるっと回る」「くるりと回る」となる）。
③ 連濁
真正オノマトペは反復されても連濁しない（「きらぎら」や「トンドン」はない）。
「はるばる」や「ほのぼの」は連濁しているが，語源は形容動詞の「はるかだ」「ほのかだ」である
から真正オノマトペではない。
一般に日本語母語話者は日本語オノマトペの語感から瞬時に語基を想像するなどして意味を読み取
る。または無意識的にオノマトペを使い，相手（読み手）はその意味を正しく捉えることができる。
これは，日本人は生まれるとすぐ養育者に日本語オノマトペで話しかけられることが多く，自身の発
話もオノマトペのような語から始めることをみれば明らかである。一方，日本語学習者にとっては，
オノマトペの成り立ち方（オノマトペ標識の意味）による特徴が分かれば，オノマトペからキャラクタ
の心的状況も含む事態把握ができ日本語理解も深まると考えられる。
5.むすび
マンガの日本語の特徴である，キャラクタゆえの日本語表現と，臨場感を出すオノマトペについて
考察した。
3章で，どういうキャラクタがどういう場面でどのような日本語表現を使用するのか，相手によっ
てどう使い分けがあるのかをみた。特に文末表現，そのなかでも重要な役割を果たすコピュラや終助
詞はキャラクタや会話の相手によって異なる。自称詞などの語彙や間投詞においても違いがある。こ
れらを学習すれば適切な日本語の習得，日本語運用力の向上に役立つ。言語が実際に使える，運用で
きるようになることこそ言語学習の醍醐味であり，学習を継続するインセンティブになる。
4章では無数ともいえるオノマトペのなかで，高校生が主人公のマンガに出現したオノマトペを中
心に，オノマトペがどのように形成され，どんな場面で使われるのかを考察した。主として5種のオ
ノマトペ標識によりオノマトペは造られること，そのなかで促音撥音の付加長音化は他言語には
ないとされる日本語オノマトペの特徴である。これらのオノマトペ標識により，細かいニュアンスの
違いが生じ情景が臨場感をもって感じられる。そこに興味をもち日本語表現を理解しようとすれば日
本語は面白くなり習得に貢献するとした。
マンガでは，オノマトペの意味やその書き方で，聴覚的視覚的に発話場面が想像できる。そのう
え絵図で発話者のキャラクタや発話時の状況が鮮明になる。吹き出しの日本語を読むことで，どのよ
うなキャラクタの人物がどのような場でどのように日本語で表現するのかが理解できる。マンガを楽
しみながら日本語を学習することにより，日本語の運用力向上にもがると考えられる。
世界中の日本マンガの愛好者が，マンガの吹き出しの日本語表現やオノマトペの意味を知り，その
マンガの文化的/社会的背景をより深く理解しようと日本語学習を継続していけるように，教育者も
マンガの日本語に対して研鑽をつみ，工夫して教えていかなければならない。
本研究でとりあげた日本語は日本語習得あるいは日本語教育の一つの切り口となるはずである。た
だし本研究ではデータを180余ページの1冊のマンガからとって分析したに過ぎない。多種多様なジ
ャンルのマンガのキャラクタの日本語やオノマトペの考察が必要である。また日本語習得にはイント
ネーションやアクセントが重要なファクターであるが，これらの考察は稿を改める。
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表1:『名探偵コナン1』のオノマトペ
FILE1『平成のホームズ』
ガッ（車椅子を蹴る音）
ダッ（逃げる様子）
ドッ（地球儀を蹴る音）
コテッ（人が倒れる様子）
キーンコーンカーン（終業の鐘の音）
フフフ…（ほくそ笑む声）
バフッ（丸めて振り回された柔道着で殴られる音）
テンテン（小学生のサッカーボールが転がる様子）
チラ（横目で見る様子）
クックックッ（わくわくして笑う声）
タッ（蹴られて郵便ポストにとび乗った様子）
ドキッ（手を握られただけで体操部に入っていることを見破られたときの様子）
ポーッ（異性に告白することを想像している様子）
ピーッ（ジェットコースターを発車させる音）
ゴトンガタン（ジェットコースターが動き出す様子）
ギュッ（手を握る様子）
ズオオオ（ジェットコースターが化け物の口を模したトンネルに飲み込まれる様子）
ピチャ（水（血）がかかった音）
ゴオオ，グオ（ジェットコースターのトンネル内での音）
ブシュウウ（男性の首が飛んだ音）
キャアアア（女性の悲鳴）
ザッ（犯人だと確信した人を指す様子）
カチッ（セーフティーガードをおろす音）
スト（セーフティーガードから抜ける音）
ドッ（草むらに倒れる音）
シュウウ（意識を失ったコナンに毒薬を飲ませる音）
シュウウウウ（骨が溶けている音）
FILE2『小さくなった名探偵』
ズキ（頭の怪我が痛む様子）
ウ～（犬が襲いかかる声/様子）
ワンワン（犬が吠える音）
トウルル（電話が鳴る音）
ゴロゴロゴロ（雷の音）
ザアアア（雨が降っている様子）
ハアハアハア（走って息切れしている様子）
バシャ（車が走りながら泥水を跳ばす音）
パシャパシャ（蘭が雨の中を走っている音）
ガチャ（玄関のドアを開ける音）
カチャ（ドアノブを回す音）
ムギュ（蘭がコナンを抱きしめる音）
ゲッ（蘭に預けられることを聞いたときの様子）
ドドドド（蘭の父親で探偵の小五郎が仕事が入って大急ぎで出かける様子）
ニッ（仕事が入って蘭に向かって嬉しそうに笑う様子）
FILE3『仲間はずれの名探偵』
ガミガミ（主人が執事に怒る様子）
ペコペコ（執事が主人に頭を下げる様子）
ガウガウガウ（大きな犬が吠える音/様子）
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ポムッポンポンスルパムボムボン（サッカーボールを蹴って遊ぶ音）
FILE4『6本目の煙突』
クックックッ（誘拐犯が電話でお金を脅しとることを話す様子）
バシッ（誘拐犯が鞭でうつ音）
ピッ（電話を切る音）
ダダダ（コナンが犬に乗って走る音）
ガラッ（コナンが誘拐犯のいる部屋のドアを開ける音）
ガウ（犬が誘拐犯をむ音）
ドッ（犬が倒れる音）
ブン（誘拐犯がバットをふりまわす音）
ドン（コナンがサッカーボールを誘拐犯に向かって蹴る音）
ズタ（コナンが倒れる音）
ズズッ（コナンが座ったまま後ずさりする音）
ハアッハアッハアッ（コナンが追い詰められて苦しそうな様子）
FILE5『もう一人の犯人』
ガッ（コナンがバットで叩かれる様子）
ブオゴオオ（コナンに向かってくるバットの音）
ドドドド（蘭に誘拐犯がパンチされる様子）
ガラ（小五郎が部屋に入る音）
ハッハッハッハ（小五郎の笑い声）
FILE6『迷探偵を名探偵に』
ジリリリ（目覚まし時計の音）
ハハハハ（小五郎の笑い声）
きゃあああ（アイドルの叫び声）
FILE7『血ぬられたアイドル』
チラッ（警官が小五郎をみる様子）
ゴッ（小五郎がコナンの頭をげんこつで押さえる様子）
ポリポリ（警官がをく様子）
そ～っ（死体を見ようとする様子）
ヒラッ（髪の毛が落ちる様子）
タタタ…（コナンが走る様子）
FILE8『あなたに似た人』
ホホホホ（女優の笑い声）
チャッ（トイレのドアを開ける音）
バターン（トイレのドアが閉まる音）
フーッ（女優がタバコをふかす様子）
きゃああ（女優の叫び声）
ビクリ（死人が自分と同じ高校に通っていたことを聞いているときの様子）
FILE9『不幸な誤解』
ガッ（小五郎にコナンの投げた灰皿が当たった音）
ヨロヨロ（小五郎が灰皿に当たってよろける様子）
トン（灰皿が床に落ちる音）
ドサ（よろけた小五郎がソファーに座り込む音）
カチカチ（変音機のダイヤルを合わせる音）
ジジ（小五郎の吸いかけのタバコが短くなって指を火傷する音）
ポタ（蘭の涙がコナンの指に落ちる音）
ジリリリ（コナンがかけた電話の呼び鈴）
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